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４つのテスト １.真実かどうか ２.みんなに公平か ３.好意と友情を深めるか ４.みんなのためになるかどうか

本日のプログラム 第 2123 回例会 2023年 11 月 30日（木）

東海北陸道グループ Ｉ．Ｍ．報告   担 当 会 長 ・ 幹 事

 

 

 

＊会長あいさつ 森 敬 会長 

おはようございます。本日は、関

中央ロータリークラブ「米作り農

業体験事業 食育体験」に参加頂

きありがとうございます。協力団

体のＮＰＯ法人子援隊の皆様、そしてＮＰＯ法人ヘ

ルシーライフせきの皆様にはいつも大変お世話にな

っております。本日は、ヘルシーライフせきの皆様

には食育の授業と調理をお願い致します。５月に皆

様と一緒に田植えをして、９月には一緒に稲刈りを

しました。その収穫したお米を今日食べられるので

本当に楽しみにしておりました。きっと、美味しく

頂けると思いますので、皆様も楽しみにしておいて

下さい。また、児童には田植えと稲刈りの様子を絵

画と作文にしてもらいました。大変素晴らしい作品

ばかりで嬉しかったです。後ほど、４名の児童を表

彰したいと思いますので楽しみにして下さい。本日

は、お昼過ぎまでの時間ですが有意義な時間となり

ます様に祈念致しまして、挨拶とさせて頂きます。

本日はどうぞ宜しくお願い致します。 

＊社会奉仕委員長あいさつ 

吉田 和也 委員長 

本日の参加者の紹介をさせて

いただきます。来賓として、

山下関市長様、子ども家庭課 

中林様、ＮＰＯ法人子援隊から 5名の子供さんと 3

名の保護者さん、佐藤先生をはじめ 2名の引率の

方々計 10名、ＮＰＯ法人ヘルシーライフせきより 

7名の子供さんと 3名の保護者さん、増田先生をは

じめ 3名の引率の方々計 13名、関中央ＲＣ会員 13

名 合計 39名の参加となります。今日は皆さんが田

植えと稲刈りをしたお米を調理して食べる予定で

す。五平餅、おにぎり、お味噌汁、そして皆さんが

捕まえたイナゴの佃煮などを調理しますのでたくさ

ん召し上がってください。 

関中央ロータリークラブ

前例会の記録 第 2122回 2023年 11月 23日（木） 

「米作り農業体験事業」食育体験 

    担 当 ／ 社会奉仕委員会 

 

2023～2024年度 関中央ロータリークラブ会長テーマ 

「親睦から生まれる奉仕の心、 

奉仕から広がる友情の輪、そして共に成長し合おう」 



＊食育についての学習 

岐阜女子大学 健康栄養学科 増田先生 

米についてどれくらい知っている？～米余り問

題と米の様々なメリットについて知ろう！～ 

今日は、食育、お米の話をさせていただきます。皆

さん今日の朝ごはんはパンを食べましたか？ご飯を

食べましたか？半々ぐらいの人数ですね。 

お米には素晴らしい要素があります。第一に脳の栄

養である糖質が取れます。お米は低 ＧＩで食事の

後の血糖値が緩やかに上がっていく食品です。さら

に低糖質で脳細胞の成長を助けるそうです。お米中

心の食事をすると脳細胞の量が増えＩＱが上がると

いうデータがあります。2つ目に、お米に含まれる

タンパク質がインスリンの分泌を促して血糖値の上

昇を抑えます。そのため、腎臓の負担が減って糖尿

病などの病気が予防できます。3つ目に、お米に含

まれる成分によって肝臓の遺伝子が活性化し、コレ

ステロール値を下げ、メタボリックシンドロームや

動脈硬化などのリスクを減らします。最後に、お米

に含まれるレジスタントスターチというデンプンが

腸内環境を整える便秘を予防します。たくさんいい

ことがあるお米を使い、今日は皆さんで美味しく作  

って楽しく食べましょう。 

 

 

1人の 1年あたりの米の消費量は 

1962年～2021年で 65kg以上減少・・・ 

「コメ余り」とは、米の生産量が消費量を上回り、

米が余ってしまうことを指します。日本では最近、

人口減少や食生活の変化

に伴う米離れなどが原因

で主食用米の需要量が減

少しています。 

１．脳にはたらく：脳の栄養となる糖質を米が効果

的に供給し、低 GI・低脂質で脳細胞の成長をたすけ

ます。 

２．腎臓にはたらく：米に含まれるたんぱく質がイ

ンスリン分泌を促進し、血糖値の上昇を抑え腎臓の

負担が減り、糖尿病をはじめとした腎疾患の予防に

役経ちます。 

３．肝臓にはたらく：米に含まれる成分により、 

メタボリックシンドロームを予防し動脈硬化症など

のリスクを減らします。 

４，腸にはたらく：米のでんぷんが腸内環境を整え

ます。 

 

 

米余り問題

って何？？ 

お米を食べる 

メリットは？？ 



＊関市長 山下 清司 様 

関中央ＲＣの皆様にはお米をた

くさん寄付いただきまして、誠

にありがとうございました。農

業体験事業を工夫してやってみ

えますが、私も似たような事業をやっております。

皆さんのご苦労もやりがいもよく理解できます。自

分で作ったものを食べるという経験は非常に大事だ

と思います。この事業を企画していただいた関中央

ロータリークラブの皆様、ご協力いただいた子援隊

及びヘルシーライフせきの皆様に感謝申し上げて、

私も美味しくいただこうと思います。本日はありが

とうございます。 

 

 

＊絵画・作文の表彰 

絵画の部  

★優秀賞 小学 4年 山中 空くん 

 

★社会奉仕委員長 特別賞 小学１年 星屋 柑奈さん        

 

 



作文の部 

★優秀賞 小学１年 川島 拓くん 

 

 

題：たうえといねかり 

ぼくは、たうえをしました。どろにはいると、あし

がきゅうにぬけなくなりました。あしをひっぱると

ころびそうでした。こんなどろのなかでたうえをす

るのはたいへんだとおもいました。 

ぼくは、いねかりをしました。かまで、てをきりそ

うになってこわかったけど、だんだんなれてきまし

た。でも、なれてきたらあしをきりそうになってあ

ぶなかったです。それでも、かまでのいねかりはた

のしかったです。そのあと、いなごとりをしまし

た。たもでは、とってもつかまえにくかったです。

いなごをたべるときいて、たべるのがいやだとおも

いました。 

 

★社会奉仕委員長 特別賞 小学４年 星屋 沙希さん 

  

題：初めて稲刈りをしたよ 

9月 16日土曜日に、関中央ロータリークラブの稲刈

りに行きました。初めての稲刈りだったから不安で

したが、関中央ロータリークラブの人がていねいに

教えてくれたので、やり方を知ることが出来まし

た。稲を見に行くと、自分たちで植えた苗と機械で

植えた苗の説明をしてもらいました。自分たちで植

えた苗の方が生き生きしていると言われ、見てみる

と全然ちがい、人の手で植えた方が育つのだと思い

ました。その後、実さいにカマを使って稲を刈って

みました。最初はカマを使うのがこわかったけど、

だんだんなれてきて最後の方は友達と競争するくら

いになりました。むちゅうでやっていたから、気づ

いたときには、すごい汗で周りに心配されてしまい

ました。でも、それだけ楽しかったのだと思いま

す。楽しかったので、これからもこのようなイベン

トがあれば参加したいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 21・22・23 日 

わかくさ・プラザ  

エントラスホールにて 

展示しました。 

たくさんのご応募をいただきました！ 

  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜次例会の案内＞ 

第 2124回  

2023年 12月 7日（木） 

年次総会・懇親会 

担 当：会 長 

幹 事 

親睦活動委員会 

 

11 月 26 日 

ひとり親世帯「新米配布」事業 

場 所：関市役所 市民ホール 

時 間：午前９時～午後４時 

予定していた１５０世帯以上の 

１７９世帯に新米を配布しました。 

 


